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福祉実践領域における消費生活ソーシャル・ワークの必要性
一フランスのＥ，ＳＦ､の活動を例として－

Ｄａｎｓｌｅｃｈａｍｐｄｅｓｐｒａｔｉｑｕｅｓｄｅｌ，actionsociale：

ｌ，emergencedubesoind'uneactionsociale

s,int6ressantdlaconsommationquotidienne；

－１'ｅｘｅｍｐｌｅｄｅｌ，Ｅ､Ｓ・EIranQaise-

増子由美子
Ｙｂ”jAFoMZzs蛾０
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〃
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LespratiquescorrespondantesdelE・ＳＦ・fran〈aisessonteniinpresent6es．

ト）と関わり合う場合に，現代においてはこの消費生活

上の問題を無視できなくなり，消費生活ソーシャル・ワ

ーカーの存在がソーシャル・ワークの－領域として求め

られている背景を述べる。そして最後に，既にフランス

で実践されていて，消費生活ソーシャル・ワークとも訳

せる,``lesConseillersenEconomieSocialeFamiliale，,

(以下Ｅ、ＳＦ.）の活動を紹介していきたい。

（－）現代における消費生活上の問題

個を人，家族は自分たちの労働力を提供することによ

って貨幣収入を得る。そしてこの収入をもとに，自分た

ちにとって必要な財・サービスを購入し，これらに何ら

かの手を加えながら消費し，自らの生活要求を充足して

いく。この過程においては，企業に労働力を販売するよ

とによって得られる貨幣収入と，企業から財・サービス

はじめに

現代においては，利益追及を第一の目的とする巨大な

企業群の売り込み，近頃急速に普及した消費者信用，ま

た個々人，家族の生活がもはやその内部だけでは充足し

切れなくなり，外部の財・サービスに依存するようにな

るといった生活の外部化など，個々人，家族を取り巻く

外的環境はより複雑化し巨大化している。そして，この

複雑化し巨大化した外的環境と経済的に接触しつつ，個

々人，家族はそれぞれ毎日の生活の連続のなかで，独Ｅ１

の生活習慣，生活の枠組を形成し，自分たちのかけがえ

のない生活領域を築きあげようとしている。本稿におい

ては，現代における消費生活上に生ずる問題のうち主な

点をいくつか提示する。そして次に，福祉の実践領域で

あるソーシャル・ワークにおいて，対象者（クライエン



７６社会学研究科紀要

を購入する際に支払う貨幣支出という，２つの貨幣の流

れがあるわけである。そこで，現代におけるこの２つの

貨幣の流れのうち，特に後者の消費過程について，その

問題を少し考えてみよう。

まず第一には，生活の主体性にかかわるＩｌ１１題である。

普通，個々人、家族が||イ・サービスを選択する場今に

は，「○○のために○○を買おう」といったような，そ

れぞれの人のもつ生活要求が，意識的にせよ無意識的に

せよ裏づけとなって，購入行為に移る。例えば，「映画

を見たいけど，おなかが空いたからとりあえず食堂に入

ろう」という場合もあるだろうし，「そろそろ衣替えの

時期だから洋服をクリーニング屋に出さなくてはいけな

いけど，ゴールデン・ウィークで周りが皆旅行に出かけ

るので自分も日帰りでどこかに行きたい」という場合も

あるだろう。このように，財・サービスの購入に際して

は，「○○のために○○を選択する」といったような，

主体的な生活要求の整序化が個々人，または家族内で要

求される。基本的には，衣食住などの生存のために必需

とされる生活要求を満たしたあとに，社会的な対面を保

ちたいという生活要求，そしてまたより創造的に自己を

開発していきたいというような生活要求を満たしていく

のが望ましいだろう。しかし現代のように，それぞれの

家計から，公共料金，各柧社会保障Yll，税、各樋耐久消

費財などへの支払いが半ば強制され，自分の意志で消費

できる部分が縮小されてしまうとＤ，このような支出の

振り分けは難しくなってくる。つまり現代においては，

個々人，家族が自分たちの意志通りに生活要求を充足す

ることが難しくたり，生活の主体性，自律性というもの

が大きく揺り動かされているのである。

第二には，第一とも関連してくるが，生活技術につい

ての問題である。生活技術とは，人間の発達にとって基

本的であり，かつ現実の生活を主体的に生き抜く場合に

不可欠な技術である2)。つまり，人々は多くの場合，

財・サービスを購入したあと何らかの手を加えて最終的

に消費しなくてはならず，この過程において，「何らか

の手を加える技術」というものが大きな意味をもってく

る。この技術は，それぞれの生活の場で，日々繰り返さ

れることにより，それぞれの生活の歴史を築き，生活文

化を伝承し，また生活をより新しく創造するという機能

も担う。そして，それぞれがある程度の生活技術を身に

つけることによって，それぞれが自己の生活を守り，積

極的に生活を創り上げ，またお互いが協力しあうことが

できるのである（おふくろの知恵に代表されるように)。

だが現代においては，生活手段が全面的に商品化してし
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まった結果，生活の技術，文化が弱体化し，資本のコン

トロール下にある商品に包摂されている。つまり個々

人，家族が全面的に市場に依存せざるをえなくなってし

まった状況なのである$)。例えⅨ食事に関して，既に下

ごしらえのしてあるものを111M入したり，外食で済ませて

しまうことが多いだろう，衣服についても，今では既製

服に全面的に頼ることが当然のように思われており，洗

溜もクリーニング屋に随分の趾を任せている。このよう

に現代においては，［１分たちの生活を守り，主体的に生

き抜く場合に不可欠となる生活技術が衰退し，個々人，

家族が市場に生産だけではなく，自らの生活をも依存せ

ざるをえなくなっているのである。

第三には，近年急速に普及したクレジットや日常化し

た訪問販売，また資産価値が急速に膨らんだ土地，証券

などの，複雑化する外的な経済環境にかかわる問題であ

る。例えば，クレジットといっても，その形態や利率は

様々であり，クレジットを使いこなすためには相当な知

識が要求され，とても一般の人が対応し切れるものでは

ない。またその人がクレジットに対応できていたとして

も，他の世帯員がその人の知らないところで高利のクレ

ジットを借りてしまうという可能性も十分ありえるだろ

う。このように，IlM々人，家族は果てしなく複雑化して

いく金融・経済環境と絶えず接触しながら，自らの生活

を守り，また築いていかなくてはならないのである。

以上のように，個々人，家族を取り巻く外的経済環境

は非常に拡大，複雑化しているのであるが，次に，社会

福祉の実践領域であるソーシャル・ワークにおいても，

クライエソトの梢ＩＨＩ生活上に生じる問題を取り扱う“消

費生活ソーシャル・ワーク，，が今後ソーシャル・ワーク

の－領域として，確立，実践される必要性を述べていき

たい。

（二）消費生活ソーシャル・ワークの必要性

ソーシャル・ワークとは，対象者（クライエント）自

身の生活要求や生活観を尊重しながら，クライエントと

ともに生活資源(生活関係も含む)，生活技術を開発，調

整し，結果としてクライエントが自分の生活要求をより

よく実現できるように，側面から援助する活動である。

そしてまた，ソーシャル・ワークを担当するソーシャ

ル・ワーカーは，日常生活上に生じているある問題が

他の生活の側面にいかに影響を及ぼしているかを，ク

ライエントとともに冷静な目でもって診断，整理しなく

てはならない。以上がソーシャル・ワークの基本活動で

ある。だがこの上記のソーシャル・ワークの基本活動と
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税の仕組みなどの基本的な金融，商品．消費の知識をソ

ーシャル・ワーカーがもっと修得し，消費生活を営んで

いるクライエントたちに，これらを生活技術の一部とし

て，提供できるようにする必要性が増してくるのではな

いだろうか。

（２）家計管理の重要性

個々人，家族は自分たちの収入と支出をどうにか突き

合わせていこうという家計管理を行なっている。アシュ

レイによると，家計管理とは「家族の選好によってお金

を出し，将来予想しうるような家計危機が生じないよう

にする意滅的な努力」である？)。勿論，ある水準以上の

収入が世帯内に入ることが個々人，家族にとって不可欠

な条件であることを忘れてはならないが，家計を管理す

る技術があるのとないのでは，結果としてのその人の生

活水準は大きく変わってくる。つまり家計管理とは，あ

る範閥において自分たちの生活を守り，修正も可能とす

るような「防衛技術」なのである8)。特に現代において，

何がしらの事故が起きても動揺しないよう，家計をしっ

かり管理するためには，日々の生活をやり繰りするため

の短期的予算，耐久消費材などを買い替えたりするため

の中期的予算，教育、住宅，老後など長期にわたる生活

を見通すための長期的予算という，３者相互の連関につ

いての基本的な知識が要求される。だが、ソーシャル・

ワーカーが出会う機会の多い低所得のクライエソトにと

っては，将来を見通す家計管理と，その時点での暮しを

大切にするための家計管理とを同時にやり遂げることが

非常に難しい。何故なら，低所得の場合はどうしても，

日々の短期的な決定に縛られがちであるからである。そ

して将来のことはその場になって家ないと分からないと

いう姿勢になってしまう。その結果，病気や事故に遭遇

した場合に，手元の鵡備金が手薄なゆえ，家計が破綻す

る確率が高くなってしまう。しかし家計管理は，自分た

ちの生活を守り，また将来にわたってより多く，自己実

現を可能たらしめるための「防衛手段」であるのだか

ら，ソーシャル・ワーカーは，代替的に個々人，家族の

収入，支出過程を操作している金融機関についての知識

も含め，家計管理についての基本的な知識をクライエン

トとともに学んでいかなくてはならない（勿論支出配分

を決めるのはソーシャル・ワーカーではなくクライエン

トであるが)。何故なら，低所得の人々ほど，高所得の

人々より，自分の少ない収入をよりよく配分する必要が

あるからである。つまり消費過程上において，家計につ

いての基本的知識，技術がより求められているのであ

る窟

は別に，ソーシャル・ワークの発展の歴史において，ｎ

々の消費生活上に生ずる問題が，心理的問題など（特に

アメリカのケース・ワークにおいては，心理療法的介入

を目指していたの）に比べて軽視されすぎてきた。勿論

日本においては，被生活保護者たちにかかわる公的扶助

ワーカーたちの熱心な活動があるが，この活動は前述し

た貨幣の流れのうちの一つである，貨幣収入の不足から

生ずる財・サービスの不足，またその不足から生ずる生

活上の問題を基本的に扱っている。それならば，貨幣の

もう一つの流れである支出，つまり消費過程上に生ずる

問題もあり5)，その問題も個なの生活の様々な側面に影

響を与えているはずである。既に何度も述べているよう

に，現代のように外的経済環境がより複雑になり，個々

の生活が市場に全面的に依存していくようになると，生

活技術や金融知識の持ち方しだいでは，個含人，家族

は知らないうちに「お金」を奪われる機会が多くなって

くる。特に，ソーシャル・ワーカーが関わり合うことの

多い低所得者たちほど，自分たちのもっている「お金」

を消賢過程においてむやみに奪われたりしないように

自分たちの生活をしっかり管理していかなくてはならな

くなる。しかし同時に，この低所得者たちほど，これら

の技術，知識を「奪われて」いるのである0)。それ故現

代においては，ソーシャル・ワーク領域における消費生

活ソーシャル・ワークの役割がクローズ・アップされて

くるはずである。では何故今消磯生活ソーシャル・ワー

クが必要になるのか，その理由をいくつか挙げて承る。

（１）金融に対する知搬の重要性

既に述べたように，現代のようにクレジットが浸透

し，誰でも簡単にローンを借入でき，訪問販売や電話で

の勧誘が日常茶飯事になるなど，外的経済倣域が個々の

生活領域に無遠慮にも浸透してしまう社会においては，

金融や商品についての基本的な知識がないと大変な不利

益を被ってしまう。そして仮に佃と人，家族がお金を使

う際に，様登のクレジットやローンの形態の特徴，コス

ト，また製品の質などの点で不利益なものをつかまされ

たら，そのことは収入の減少と同じ意味をもち，結果的

淀その人の生活水準を押し下げてしまう。これは手持ち

のストックの管理についても同様である。ただし現代で

はこれらの金融や商品の知識は複雑で，かなりの高学歴

の人であっても容易に対応できるものではない。主して

や，ソーシャル・ワーカーが出会う機会の多い，低学

歴，低所得のクライニントたちにとって，これらの知識

を入手することは至難の技となってしまう。そこで，あ

る程度の金融の仕組みやクレジットの利率，販売方法，
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介入方法，また主たる対象者の点を探っていくことにす

る。

（三）フランスにおけるＥ､Ｓ､Ｆ・の活動

（１）ＥＳ.Ｆ､の活動とは

フランスにおいてソーシャル・ワークは様々な職種に

区分されているが'2)，Ｅ、Ｓ、Ｆ・もこのソーシャル・ワ

ークの一領域として位置づけられている。法的に１９７３

年５月に，‘・日常生活上（Iaviequotidienne）の問題を

解決するための援助活動，，としてしっかり承認されたこ

とを土台にして，その後Ｅ・ＳＦ・に関する賓格制度が

確立され，現在に至っている。基本的に，都市化の進展

に伴う生活様式の変化，女性就業の増加，単身家族の増

加などの家族構造上の変化などを背景にして生ずるｗ様

冷な生活上の問題を解決，改善することを、指してい

る.詳述は後に譲るが，具体的な活動として主に以下の

点が挙げられる。

け）生活技術の修得

家族員（おもに母親と子供たち）に，洋裁，料理，日

曜大工，掃除，電気器具使用についての教室を地域で開

いて(家庭訪問などで個別にも指導)，様々な生活技術を

取得してもらう活動を行なう。また，クライニソトが少

しでも賢い消費者になるように，消費者教育も行なう。

それと並行して，個々のクライエソトに必要な生活手段

の給付や貸しつけも行なう。

（イ）居住環境の改善

住屑がなかなか見つからない場合には住居探しを援助

する。また劣悪な居住環境に住んでいる場合庭は，住居

所有者である行政側，会社側との話し合い交渉に参加す

る。それと同時に，居住者のもっている様々な居住権利

について，居住者自身の自覚を促す。また不良地域改善

への活動も含む。

の）家計管理上の問題

Ｅ、Ｓ、Ｆ・の活動は主に，クライエントが借金に行き

詰まった場合やクライエソト側からの金銭の借り入れ要

求から始まるのだが、Ｅ、Ｓ、Ｅは金銭給付についての

情報を提供し，クライニント側の権利についても自覚さ

せる。また予算の立て方についてクライエントと協議す

る。

以上がＥ、Ｓ、Ｆ・の主たる活動であるが，このＥ、Ｓ、

Ｆ・の活動は個と人，家族の消費過程上で生ずる問題へ

の具体的なアプローチとして特徴づけられている。その

活動は，単に家計収支の帳じりを合せていこうという消

極的な意味合いだけではなく，人間的発達を促すような

社会学研究科紀要7８

（３）生活技術・家事労働の意味すろもの

第１章でも既に述べたように，生活技術とは生活を主

体的に生き抜く場合に絶対不可欠となる要素である。そ

して家計管理と同様，ある水準以上の生活技術（家事労

働のなかの技術に含まれる場合が多い）を修得している

のといないのでは，結果としての生活レベルが大きく違

う。例えば料理がある程度出来れば，インスタント食品

をあまり買わないですむし，レストランに行く回数も減

らすことができる。そしてこのように自分で料理を作っ

た場合には，支出の面でも，栄養Ⅲiの面，自己の能力の

発揮という面でも，インスタント食品，レストランより

優れる場合が多い。また洋裁がある程度出来れば（ボタ

ンつけ，ほころびの修繕ぐらいでい，靴下，洋1111をむ

やみに買わないですむだろう。そしてソーシャル・ワー

カーが出会う機会の多い低所得の人たちほど，結果とし

ての消費水準を高めるために，また市場に全面的に依存

しないで少しでも主体的に生き抜けるよう，ある水蝋以

上の生活技術の修得がより必要になってくる。また家事

労働も（男女ともに)，家族関係を親密に保つという役

割をももちながら，日々の繰り返しのなかで，その個々

人，家族独特の歴史を築き，また主体的に新たな生活文

化を創造するうえで重要なI1Iil1きをする､)。だが残念なが

ら今迄のところ，福祉の領域においては，この生活技術

の修得という点を重要視してこなかった。例えば家庭奉

仕員などは，どちらかというと一方的に家事サービスを

提供することはあっても，家事教育を施すという視点は

持ち合わせていないのではないだろうか。しかしこれだ

け生活手段が商品化し生活費が高騰すると，クライニソ

トの主体性を保つという意味でも，現代においては生活

技術の修得がより求められてくるのではないだろうか。

以上，消費生活上の1M]腿に関わり合う消費生活ソーシ

ャル・ワークが，現代において何故求められているの

か，そのうちいくつかの点を列挙した。ただ勿論，消費

生活上の問題を取り扱う場合でも，肉体的世代的再生産

を可能にし，文化的社会的生活を営めるだけの，ある水

準以上の定期的収入が世帯内に入ることが，消費生活を

維持していくうえでの絶対的な条件になることを付して

おく。では次に，このiMi生活ソーシャル・ワークの実

際の介入方法を考察していきたい。ここで筆者が実際に

担当したケースをもとに，その試行錯誤ぶりを提示する

方法もあると思われるが'0)，本稿においては，既にフラ

ンスで実践されているＥ・ＳＦ.(EconomieSociale､Fam‐

ilialeの略で，消費生活ソーシャル・ワークと訳すこと

も可能）の活動を紹介し，そのなかで実際の活動領域，
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対象)，それを政府も承認し出したのである。また１９４５

年には家政科の技術教育学校のなかでの１つの必修科目

となり，家事教育はこの家政科専門学校でなされるよう

になる。ここでは若い女性たちに，“よい主婦になるた

め”また‘`家庭生活を合理的に管理するため，,の教育が

なされた。この時点においては，社会的な１１１１題に対する

視点はまだ成熟してはいなかった。

しかしその後フランスでも日本と同様，ド・ゴール大

統領期に高度経済成長を経験する。それに伴い，過度に

都市化が進み，家族構造上，生活様式上にも大幅な変化

が生じた。単身家族，女性就業が急激に増加し出したの

もこの頃である。また日常生活上にも様々な問題が生じ

た。まず，生活器具が一新したため，この器具を上手に

取り扱えない人が続１１{した。例えば，電気洗瀬機など

も，電気の接続の仕方が分からなかったり，温度調節の

仕方が分からなかったりする。電気調理台の使い方にま

ごつく人もいる。また銀行と関わりあう機会が増えてき

たのはいいが，その交渉の仕方が分からないといったよ

うな。そしてこれらの問題に，何の資格もない単純労働

者，若い女性，少年，少女などがより多くぶつかってし

まったのである。また地域的にも，都市化の進行にとも

なって人口密集が進永，多くの単純労働者，移民たちを

抱える特定地域に集中した。そこで，これらの家族の日

常生活上に起こる様々な問題を解決するため、より社会

的、経済的視野をもって問題に当たるＥ、Ｓ、Ｆ、の活動

が要求されるようになっていったのである。以上がＥ・

ＳＦ・の活動の誕生の背景であるが，この誕生の歴史を

端的に表わすように，Ｅ、Ｓ、Ｆ、という職業名称も，家

事教育指導士（lamonitriced，enseignemenntm6na‐

ger)→家事カウンセラー（laconseillerem6nag6re)→

Ｅ､Ｓ､Ｆ・（lesconseilleresdel'6conomiesocialeet

familiale）とその仕事の内容とともに，変化したのであ

る。

（３）ｕｓ.Ｆ､活動の主な対象者

（２）で既に述ぺたように，ＥＳ．Ｆ、の活動は，高度

経済成長に伴う都市化の進展，また都市集中の結果とし

て生ずる不安定階層の増大と密接な関わりをもってい

る。つまり対･象者としても，不安定階層や'6)，生活の様

々な側面において相対的に剥奪された状態の人々に最大

の関心を払っている。実際，Ｅ、ＳＦ・の'''1す様々なア

トリエに参加する人々も，様々な社会的階層に属すると

いっても，中心は女性就業の増加にもかかわらず仕事に

ありつけない女性，１６才以上なのに仕事が見つからない

若年失業者などの低所得層，失業層になっている。出身

"生活技術(savoir-faire)”の修得に重きを厩いている。

またＥ、ＳＦ・がクライニントの問題をしっかり把握

し，側面から援助する前提として、クライエントを取り

巻く経済環境についての知識が不可欠であると強調され

ている13)。つまりＥ、ＳＦ・の活動は，筆者が強調した

消費過程上で生ずる問題に焦点を合わせ，単にクライエ

ントがもつ様々な問題を解決するというだけではなく，

クライエントが主体的に，自律的に生き抜けることを目

指し，それと同時にそれぞれのクライエントに共通する

問題を認識，把握して，社会的解決をもはかろうとする

活動なのである。

さてフランスにおいては，1987年の時点で，3000人の

ＥＳ．Ｆ・がそれぞれの雇用場所で実際の活動を行なっ

ている１４)。この数字は1973年次の倍である。そのうち

1300人弱が家族手当金庫（lesCaissesd,Allocations

Familiales）に雇用され，400人程が農業共済組合（1a

Mutualit6Agricoles)，200人程が国鉄，その他が公営

住宅公団（Ｈ･ＤＭ)，救護施設，養護施設に雇用され

ている。ではそのＥＳ．Ｆ・の誕生の背景．主な対象

者，介入方法と活動領域，また生活問題に対する社会的

解決への志向を順に述べ，このＥ、Ｓ、Ｆ・の活動の性格

を考察していこう。

（２）ＥＳ.Ｆ・の活動誕生の背景

Ｅ、Ｓ，Ｆ・の活動の源流は，１８Ｃ後半からＩ９Ｃ中頃

にかけての産業革命に伴って広がった，生活様式上の大

きな変化，問題にまで遡る'`)。消独領域というものは生

産領域に比べ自律的ではなく，常に市場のあり方に大き

く影響されるものである。フランスにおいても，急速に

膨張した市場によって，様々な購買欲求が喚起された。

そして商品を購入することが１つのモードともなり，お

金が大きな価値をもつようになったのである。だが当然

なことに，低・中所得の人々，また没落貴族の入念も含

めて，自分たちの収入とこの膨大する購買欲求との間に

大きな溝ができてくる。そこでこの両者の溝をうめる機

能として，また金銭主義の進行に伴う社会的連帯の衰退

を防ぐ予防策として，家事労働が注[Iされるようになっ

たのである。１９Ｃの初頭には，作業場における裁縫教室

がまず始まる。その当時，商品化された洋服は皆のあこ

がれの的であり，洋服に対する購買欲求が高まっていた

からである。だが残念なことに，皆がこの洋服にありつ

けるというわけではなかったから，それでは自分たちで

というこになったのである。このように，結果的に家族

の生活水軍を引き上げる家事労働が注目されるようにな

り，標々な私的な学校も開校され（主に中流以上の家庭
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術修得の教室を開催する。またクライエント，地域住民

のもつ基本的欲求がよりよく充足され，居住条件がより

改善されるように，援助ネットワークやセルフ･ヘルプ・

グループも組織化していく。以上のように．Ｅ、Ｓ、Ｆ・

の介入は基本的に，個々のクライエント(個々人，家族）

と特定地域グループへの介入という２つの介入方法によ

って成り立っているのである。では次に，Ｅ、Ｓ、Ｆ、の

実際の活動領域について具体的に紹介していこう（表

１)。

表１ＥＳ．Ｆ、の介入領域

階層では単純労働者層が圧倒的多数を占めている。また

最近では，単純労働者階層出身の１２才から１５才までの

児童も急激に増え，大きな問題関心を集めている。つま

りＥ・ＳＦ・はこれらの不安定で，相対的に剥奪された

状態の人々への介入を基本的に目指しているのである。

この階層性への着眼姿勢は，Ｅ、Ｓ、Ｆ、の活動を理解す

る上で絶対不可欠である。何故なら，低所得層，失業屑

ほど消費過程上において様々な問題に遭遇し，これらの

問題が日常生活上大きな意味をもってしまうという共通

認識の下に，Ｅ、ＳＦ・の活動が存在しているからであ

る。1981年のＥＳ．Ｆ・に関する政府からの指導通逮に

おいても，社会的経済的に不安的な状態にさらされてい

る人々への介入をより目指すことが確認されている。特

に，自らはＥ、Ｓ、Ｆ・や各種社会施設に出向けなかった

り，出向きたくない人々に対して，どう対応していくか

が今後の課題として残されているようである。最後に，

ＥＳ．Ｆ・の主たる対象者の世帯特徴を挙げると，借金

返済に行き詰まった世帯，低所得世帯，失業世帯，単身

世帯，情緒障害児を抱える世帯，移民世帯となる'7)。

（４）ｎs.Ｆ・の介入方法と介入領域

Ｅ、Ｓ、Ｆ・の活動は多くの場合，クライニソトが既に

日常生活上において困難な状況に直面している時点で出

発するが，その契機となるものは，クライエント側の借

金の行き詰まり，借金の申し入れであることが多い。さ

て，そのＥ、Ｓ、Ｆ・の介入は主に２つの段階に別れる。

まず第一の段階においては，クライニソトたちの日常生

活の改善を目指し，クライエントたちがもつ法的，社会

的権利についての情報や，経済的、物的援助を提供しな

がら，それぞれが自分たちの基本的要求を充足できるよ

うに，実際に直面している問題の解決をはかる。第二の

段階においては，当のクライニントたちや特定地域の住

民の間に共通に存在する問題をはっきり把握，認識し，

社会的解決をはかるうえでの第一歩となるような，住民

の社会的要求を明確化させていく。例えば，家計の収支

のアンバランスの要因が収入の側にある場合は（失業，

絶対的低賃金，社会的に平均的な低賃金)，家庭のなか

での可能な方策と社会的な可能な方策両方について明確

化させる。また居住条件の改蕃についても，公営住宅，

民間住宅を通して，修理要求を取りまとめ，政府側，家

主側にその社会的要求を提出する。

またＥ、ＳＦ・の介入方法も，個々のクヲイエントヘ

の介入と特定地域グループへの介入という２つの柱に別

れている。そしてこの後者の地域グループへの介入は，

前者の介入を補完する意味で，特定地域において生活技

の問題０

､ロ（封ulmmIl劃

衆しの111]題繭

笘住環境の改善（光熱狸の抑制，仁

借暇活動ｌ・身近な余暇の組織化と活催

腱をｲﾘﾉひ

矛l幼lﾉＰ期｜・打h週

、保陣衝ｌ・保健.衛牛.栄霧上の問題

本制のＨ１紬

Dumas，Ｂ、１９８７より

（ア）日々の家計管理と家事労働

急激な都市化の進行に伴う不安定階層の増大に直面し

て，家計管理領域に関する介入は，家事労働に関する介

入とともに，Ｅ、Ｓ、Ｆ・の活動の中心領域を占めている

(フランスにおいては，家嚇サービスを提供する家庭奉

仕員は別に存在する)。家計管理領域についての介入方

法として，公憐住宅の家賃ＮＩＩ納の1111題に対する具体的な

活動を示すと次のようになる'9)。

・滞納が２か月以上になったら，家族とコンタクトを取

り，約束日を決める。

・家族がどのような問題に面面しているのか診断し，ど

のような解決が可能なのかをクライエントとともに探

る。

･家計管理上に生ずる問題の解決

･家族の組織化と消費上の問題の抑制

･家事労働と家庭内生産

･バカンスや余暇の可能性についての正し

い認識

･身近な余暇の組織化と活性化

･相対的に環'１癖された家族を初めてのバカ

ソスに出発させる

･地域ネットワークの確立

･保健.衛生,栄獲上の問題についての教育

･乳児の受}ﾅ入れ体制の組織化

日々の家

計管Jli1と

家事労働

居住環境

余暇活動

乳幼児期

の保健衝

生

読詮書き

と職業教

青

･義務教育へ挿入

･読梁書き教育と文盲率の低下への活動

･職業教育
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．一時的な家計管理上の問題なら，その問題を解決でき川を行なう。またここ数年，家賃支払い日にお金を納入

るように，クライエントとともに解決可能な予算を立できない人々が増えてきたが，この人たちに自分たちの

てる。もっている椛利についての情報を提供する。また暖房，

,長期にわたる借金があればそれを並べてもらい，返済７１１気など住宅設備の使用の仕方の教育も行なう。その

にたいしての見通しを家族に立ててもらう。上，特定地域住民の生活改良にかかわる地域開発活動も

、クライニントと借金返済のために可能な予算を徹底的行なう。例えばその地域における特定リーダーを発掘し

に立てる。たり，同じ問題を抱えている人々の集まりであるセル

．もしクライエソトの家計管理上の問題が解決不可能なフ・ヘルプ・グループを組織したりする。

ら，訴訟のための書類をサービス責任者に送致する。（ウ）余暇活動

また上記のように家計管理問題に介入するだけではなＥ、Ｓ、Ｆ・の活動のなかに余暇活動が含まれるという

く，個々の家計を取り巻く外的環境についての知識も，のは，いかにもバカンスの国フランスというお国柄を示

クライエントに提供していく。家事労働については既にしているが，それだけフランス人にとってバカンスのも

述べたように，槻念な生活技術取得を目指して，様々なっ意味合いが大きいのだろう。Ｅ、Ｓ、Ｆ・はバカンスに

パンフレットを配布したり（資料１），地域で料理，洋行ったことがない，また行けない家族，子供たちに対し

裁，ロ曜大工，消費知識についての教室を開く。て，集団の旅行を計画，組織する。また余暇の面におい

（イ）居住環境ても相対的に剥奪された人々に対して，絵画，映画など

まず住居が見つからない人にたいして，住居探しの援のリクレーションを催す。

資料

叫熱 Fﾗｧｰ外甑、

函
こ＿－

するように。Luppi ,Ｂ、1987より

ガス台をポイ □】、「。
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（二）乳幼児期の保健衛生

成長過程上の様々な局面において生じる子供の保健，

衛生，教育問題，また両親のアルコールやドラッグの'''１

題を取り扱う。また個々のクライエントの直接的援助と

並行して，情緒的，物質的にクライエントを支援してい

けるような“援助ネットワーク，'を形成するように試ふ

る。また必要な場合には，児童保護の観点から，母親や

子供を母子寮や養護施設に送致する。

け）読承書き，職業教育

移民が多く，文盲率の高い特定地域において，アルフ

ァベットから始まる読承書き教室を開く。また，学童期

にもかかわらず就学していない児童が学校に行けるよう

に援助する。職業がなかなか見つからない若い母親，ヅチ

年層たちが職業教育を受けれるように支援する。現代の

フランス，特にパリにおいて，移民や若年層に対するこ

の活動領域はより虹要になってきているようである。

（５）生活問題にたし､する社会的解決への志向

Ｅ、ＳＦ・の活動の今後の課題，志向性は以下のよう

にまとめられる１９)。

まず第一に，フランスにおいてソーシャル・ワークは

様々な職種に区分され，取り組みに対する統一性を保つ

ことが非常に困難になっている。だが，クライニソトが

バラバラな機関から受け取るバラバラなサービスを調整

できるように，Ｅ、Ｓ、Ｆ・は他のソーシャル・ワーカー

や公営住宅公団の職員，行政職員などとも互いに連携し

合うようにしなくてはならない。

第二には，地域の住民，地域リーダー，教師などとも

協力し合い，援助ネットワーク作りを目指す。特に，地

域リーダーの発掘という点を重要視しているようであ

る。この点は，最近イギリスやアメリカにおいて援助ネ

ットワークを重要視していることと軌を－にしている。

第三には，Ｅ、ｓ、Ｆ・の活動が進展していけばいくほ

ど，個々のクライニントの自己責任の下だけではクライ

ニントが直面している生活問題を解決することができな

いということが明確になってきた。そこで今後は、クラ

イエントが居住している地域を単位として，その住民の

多くがもっている生活問題に対する社会的解決を求め，

地域全体の生活改善をはかる。特に地域による色分けが

はっきりしているフランスでは，予防という観点から

も，この地域改善への活動がＥ、Ｓ、Ｆ、の今後の重要な

テーマであるようである。

第四には，1981年に政府（社会党政梅樹立）からＥ、

Ｓ、Ｆ、に対して，「社会的経済的に不安定な状態にさら

されている人Ａへの介入を優先」という指導通達が出さ

れたこともあり，今後は不安定階屑拡大に伴う様上な生

活問題の把握，解決，またその社会的解決を目指す活動

にｎ点を置くようにする。特にパリ11W辺の移民者，労働

者，失業者にかかわる問題に最大の関心を払っているよ

うである。

おわりに

以上，消費生活上の問題に実際に介入している，フラ

ンスのＥ、Ｓ、Ｆ、の活動を紹介した。尚，Ｅ、Ｓ、Ｆ・に

関するより具体的な活動の紹介は，また別の機会に襖る

ことにする。ここ数年ソーシャル・ワークにおいては，

クライエントにとって必要なサービスの連結，調整の重

要性が叫ばれている。ただ雛者の経験からすると，クラ

イエントは受け取ったサービスをそう簡単に享受しよう

という気にはなかなかならず20)，サービスの連結は不調

に終ってしまうことも多い。何故なら多くの場合，クラ

イエント自身の生活要求が絶えず揺れ動いており，クラ

イニソト自身，自分が何をどう希望しているのかはっき

り自覚できないからである。特に現代のように，厄大化

した経済環境のなかに暮し，なおかつ複雑な個別的問題

をも抱えるクライエントたちは，これらの環境や自分の

直面している問題にがっぷりと飲承込まれてしまい，生

活の根幹部とも言える生活要求が不明確にされてしまっ

ている。だが，個々人や家族がもつ生活要求や生活要求

の序列化こそ生活の出発点であり原動力である。また生

活とは（ここでは生産と区別された意味での消費生活)，

この生活要求の充足過程を通して得られる人間的発達と

も言える。それ故，ソーシャル・ワーカーも，このクラ

イエントのもつ生活要求や，生活要求相互間の序列化を

探ることが，ソーシャル・ワークの基本的な問題とな

る。またまさしくこの問題こそが，消費過程上の問題を

扱うソーシャル・ワークにおいても，最大の関心を払わ

なくてはならない点であり，現代においてはより重要に

なってくる。この点に関しては，ソーシャル・ワーカー

がクライニントから家計をllllき取るという技術が，クラ

イエントの生活構造，生活要求を探るうえでの一つの判

断材料になるかもしれない２１)。この家計の問題に関して

は，生活要求の問題とも合わせて，今後の課題として残

すことにする。
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